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 因⼦ 1 因⼦ 2 因⼦ 3 平均値(S.D.) 

因⼦ 1︓活⽤ [α = .73] 

7. 何かの活動をする際、⾃分の適性を活かした役割を頼まれる。 .73 -.09 -.07 3.22 (1.01) 

4. 物事に取り組むとき、どうすれば⾃分の適性を活かせるかをまず考える。 .64 .03 .04  3.24 (1.21) 

5. 仲間から⾃分の⻑所が認められている。 .64 .03 .05  3.51 (.83) 

6. たとえ苦⼿なことであっても、⾃分の強みを活かして乗り越えようとする。 .46 .12 .12  3.38 (1.05) 

因⼦ 2︓社会化 [α = .74] 

8. ⾃分が中⼼となって組織やグループを⽴ち上げたことがある。 -.13 1.06 -.04 2.65 (1.54) 

10. ⾃分の考えに賛同してくれる仲間と⼀緒に、何かを成し遂げた経験がある。 .15 .46 .09 3.69 (1.23) 

9. 組織やグループをより良くするために、決定権を持つ⼈に⾃らの意⾒や考えを伝えたことがある。 .31 .40 -.07 3.77 (1.08) 

因⼦ 3︓顕在化 [α = .62] 

1. ⼈から指摘されて、⾃分の良さに気づくことがある。 -.11 -.01 1.04 3.68 (.93) 

3. 何かを達成した時、⾃分にもそんなことが出来るのだと実感したことがある。 .14 -.06 .56  4.01 (1.10) 

2. これまでの⼈⽣や⽣活をふりかえるなかで，ふと⾃分の持っている⼒を再確認することがある。 .10 .20 .33 3.67 (.98) 


